
経済安全保障分野におけるセキュリティクリアランス制度の導入へ向けた議論が進んでいます。政府は、

2024年の通常国会に関連法案を提出する予定であり、今後の動きに注目です。 

                                     電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.142（2023.10） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

セキュリティクリアランスの導入 

法制化には企業労使の意見反映を 

機
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情
報
を
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え
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を
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国
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争
力
確
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情
報
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拡
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労
使
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見
反
映
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）

制
度
と
は
、
政
府
が
保
有
す
る
安
全
保
障
上
重
要

な
情
報
と
し
て
指
定
さ
れ
た
情
報
に
、
ア
ク
セ
ス

す
る
必
要
が
あ
る
者
に
対
し
て
身
辺
調
査
を
実

施
し
て
信
頼
性
を
確
認
し
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
認
め
る
制
度
で
す
（
図
表
１
）。
技
術
流
出
を
防

ぐ
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
り
、
す
で
に
米
英
な
ど

の
機
密
情
報
を
共
有
す
る
枠
組
み
「
フ
ァ
イ
ブ
・

ア
イ
ズ

（
※
１
）

」
で
は
、
先
端
技
術
研
究
に
携
わ
る

人
を
限
定
す
る
Ｓ
Ｃ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
１ 

米
・
英
・
加
・
豪
・
Ｎ
Ｚ
の
５
ヵ
国
に
よ
る
機
密
情
報
共
有

の
枠
組
み
。
日
本
は
５
ヵ
国
と
安
全
保
障
面
で
の
協
力
を
進

め
て
い
る
。 

               

日
本
で
Ｓ
Ｃ
制
度
が
求
め
ら
れ
る
背
景
に
は
、

デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
（
軍
民
両
用
）
分
野
が
増
え
て

軍
事
と
非
軍
事
の
境
目
が
曖
昧
に
な
る
中
、
経
済

安
全
保
障
分
野
で
も
情
報
保
全
の
強
化
を
図
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
日
本
で
も

す
で
に
類
似
の
制
度
と
し
て
、
特
定
秘
密
保
護
法

（
２
０
１
４
年
施
行
）
が
あ
り
ま
す
が
、
政
府
が

指
定
で
き
る
情
報
範
囲
は
「
防
衛
」「
外
交
」「
ス

パ
イ
行
為
等
の
防
止
」「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
」
の

４
分
野
で
、
経
済
安
全
保
障
分
野
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
間
企
業
に
は
こ
れ
に
準
じ
る

制
度
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
、
海
外
と
の
共
同
研
究
や
政
府
調
達

な
ど
の
場
面
で
、
相
手
か
ら
十
分
な
情
報
が
得
ら

れ
な
い
、
情
報
開
示
に
時
間
が
か
か
る
、
特
定
の

会
議
に
参
加
で
き
な
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
起
き
て

お
り
、
民
間
企
業
か
ら
も
制
度
整
備
を
求
め
る
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

  

今
年
６
月
に
は
、
政
府
有
識
者
会
議

（
※
２
）

で

の
「
中
間
論
点
整
理
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
図

表
２
）
。 

            

情
報
範
囲
に
つ
い
て
は
、
「
我
が
国
と
し
て
真

に
守
る
べ
き
政
府
が
保
有
す
る
情
報
」
に
限
定
す

る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
つ
つ
、
特
定
秘

密
保
護
法
４
分
野
と
同
様
・
準
ず
る
も
の
と
し
て
、

経
済
制
裁
に
関
す
る
分
析
関
連
情
報
、
経
済
安
保

上
の
規
制
制
度
の
審
査
関
連
情
報
、
サ
イ
バ
ー
分

野
の
脅
威
・
防
御
策
情
報
な
ど
を
念
頭
に
、
厳
格

に
検
討
を
深
め
る
べ
き
、
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
信
頼
性
の
確
認
・
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

現
行
で
も
、
人
事
異
動
な
ど
に
伴
い
改
め
て
評

価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
や
、
民
間

事
業
者
な
ど
が
契
約
の
形
態
に
よ
っ
て
調
査
を

別
々
に
受
け
て
い
る
な
ど
実
施
面
で
の
課
題
が

あ
る
と
し
て
、「
情
報
保
全
の
効
果
を
棄
損
し
な

い
範
囲
で
効
率
性
を
追
求
す
る
」
こ
と
が
重
要

と
し
て
い
ま
す
。 

※
２ 

経
済
安
全
保
障
に
お
け
る
Ｓ
Ｃ
制
度
に
関
す
る
有
識
者
会
議
。 

  

電
機
連
合
で
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
産
業
ス

パ
イ
に
よ
る
重
要
技
術
の
国
外
漏
え
い
、
優
秀

な
技
術
者
の
国
外
流
出
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、

Ｓ
Ｃ
制
度
の
導
入
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

た
だ
し
、
そ
の
導
入
・
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

企
業
労
使
に
相
応
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
か
ら
、

現
場
が
懸
念
さ
れ
る
課
題
の
把
握
・
改
善
に
向

け
た
検
討
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
現
行
で

も
、
各
分
野
で
共
通
し
た
信
頼
性
確
認
の
仕
組

み
が
な
い
こ
と
か
ら
個
別
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
、
認
定
に
必
要
な
教
育
や
設
備
費
用
へ
の

支
援
が
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
す
。 

Ｓ
Ｃ
制
度
の
法
制
化
に
あ
た
っ
て
は
、
関
連

す
る
企
業
労
使
の
意
見
反
映
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。 

■図表１ ＳＣの仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：電機連合作成 

■図表２ 「中間論点整理」のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：電機連合作成 

情報指定の範囲 ・「我が国として真に守るべき政府が保

有する情報」に限定 

信頼性の確認

（評価）とその

ための調査 

・情報保全の効果を棄損しない範囲で効

率性を追求。 

・調査結果の一定のポータビリティ性

（調査結果が一定期間、組織や部署を

超えて有効であること）の確保 

産業保全（民間

事業者などに対

する情報保全） 

・政府から情報の共有を受ける意思を示

した民間事業者等について、防衛産業

と同様、調査や保全体制の確認など厳

格な対応を適用 

プライバシー等

との関係 

・信頼性確認のための調査は、丁寧な手

順を踏んだ上で本人の同意を得るこ

とが大前提。 


